
 

 

小春日和に恵まれた１１月のある土曜日に、横浜の大桟橋にオーシャンドリーム号

の船内見学に出かけました。横浜開港当時の面影の残る日本大通りを大桟橋に向かっ

て歩き出すと、子どもを肩車して楽しげに歩く父親の姿を見かけました。桟橋まで距

離があるからなのか、海に向かう解放感がさせるのか、その訳は分かりませんが、何

組かの肩車の父と子は実に楽しげです。子どもをゆさゆさ揺さぶって歩く父親も・・・。

「もっともっとはやくゥー」と父親の髪を掴んで、お馬さんよろしくかわいいムチ

を振う子もあれば、父親の髪の毛をもじゃもじゃにして笑いこけている子もいました。

もちろん父親も笑顔・笑顔です。智光山公園の芝生の広場で行われたネットワークま

つりでも見かけました！こんな姿を・・・。ほんのひととき、父親を支配して意のま

まに動かそうとする子どもの意思とそれに素直に応える父親の姿は、何時も頼りにし

ている父親を何時か子どもが追い越していくための“助走”になるのではないかしら？

戦死した父の肩車のぬくもりを、数十年ぶりに手繰り寄せた日お時でもありました。

 

❤月日のたつのは早いもの･･･いつものことながら 

思います。今年も･･･。それにつけて子どもの 

成長の早いこと･･･❤「先日、生まれたばかり･･･」 

と思った子がハイハイしていたり、トコトコ歩いて 

いたり･･･。その度に「アレッ？」と思いながらも 

「大きくなったねェ･･･」がお母さんとの合言葉です。また最近は「２人目、３人目が

生まれましたァ」とお顔を見せて下さる方も多く、耐震工事での間借り生活やあれや、

これやのあわただしい日々の中で、思いがけないうれしさや“プレイス奥富ならでは”

の思いやりや優しさを沢山感じた１年でもありました。“お陰さま！”での１年も、間

もなく終わろうとしています。今年もたくさんの出会いをありがとうございました。

 

 

 

ＮＰＯ法人さやま保育サポートの会

代表    諏訪きぬ
雨の中 

生憎の雨の中、“子育てプレイス奥富の事務室から出

火した！”という設定で火災の避難訓練が行われまし

た。この訓練は“奥富ふれあい館”全体で取り組んだ

もので、消防署への通報に始まり、消火活動、来所者

避難･･･と実施していきました。しかし頭の中で想像しているのとは違って、実際に

“避難する！”というのは大きく異なります。来所中の親子の避難は実にスムーズ

で、泣き出す子も出ず大成功でした！第 2 部は水消火器を使っての消火作業。最後

に救命士の方から三角巾を使ったケガの対応などを伺いました。中身の濃い避難訓 

消防署の皆さま、ありがとうござ
いまいした！！ 
師走のあわただしい時でもあり
ます。皆さんお互いに気を付け
ましょう 

 

Ｘ’as がやってきます。

“つくって遊ぼう”で 
リースを作りました！ 

❤リースを目じるし
にサンタさん、すてき
なプレゼント・持って
きてくれるかな！？
わずかな時間でした
が子どもから離れて
集中した素敵はひと
ときがもてました！

頑張るお母さん！！ 

私の作品❤パート１ 

私の作品❤ 

パート２ 
お留守番しているよ！ 

カウンター横にベッドと赤ち

ゃんコーナーにオルゴールス

タンドが入りました。いただ

きものです。活用させていた

だいています。 

晩秋の奥富の風景 

どうしようかな･･･？ 

ボク 運転手サン！練となりました。

三角巾の活用法


